コンピュータグラフィックス

コンピュータグラフィックスとは何か

コンピュータを使って画像を処理/生成する技術。また、そのような技術を用いて作成された画像。（Computer Graphics、略してCG）

2次元の表現と3次元の表現があり、前者はタブレットなどを使ったペインティングや、写真を取り込んでのイメージ処理などがある。

後者はゲームなどでの仮想世界の表現や、現実世界の現象/建築物/景観のシミュレーション、CADを利用した工業デザインなどに応用されている

２Ｄ、３Ｄ、４Ｄとは何か

ＤはDimension（次元）の略で、２Ｄ、３Ｄ、４Ｄはそれぞれ２次元、３次元、４次元を表す。

2次元は縦と横の二つの要素で表される平面のことで、通常の写真や絵画や表は2次元である。

3次元は2次元に高さという要素が加わったものでいわゆる立体空間の世界のことである。
我々の現実世界は3次元空間であり、我々は3次元空間の中で世界を認識している。一方、写真や絵画は2次元の世界であるが、様々な技法によって3次元を表現することができる。4次元には二つの考え方がある。
数学的（あるいは物理的）な演繹で、人間の五感では認識できないが理論的な4番目の方向を仮想した空間で、SFなどの材料にも使われる考え方。

もう一つは3次元に時間という概念を加えて時間の経過とともに立体が変化（あるいは変化しない）する過程を捉える考え方がある。

後者の考えで捉えた4次元（４D）の世界に動画がある。

	２次元の世界
	３次元の世界
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コンピュータによる画像出力

本来の画像はアナログデータであるが、コンピュータでは何らかの手段でデジタルデータに変換されている。

それらのデータは、最終的には点の集まりとして出力（表示、あるいは印刷）される。

これらの点（最小単位）をドット、あるいはピクセルという。

単位面積当たりのドットの数が多ければ多い程、画像は精緻になり、少なければ粗くなる。

通常のパソコンのモニター（ディスプレイ）では、

	横（ドット）
	　縦（ドット）

	640
	480

	800
	600

	1024
	768

	1280
	1024


などの解像度が使われる。　　　

また、１つのピクセルで表示される色も　256色、65536色、True　Color等が選べる。

	ビット
	色数

	1
	2  モノクロ

	4
	16

	8
	256

	16
	65536  High Color

	24
	1677万 True Color

	32
	1677万 True Color


画像データの表現方法

コンピュータで表現される広義の画像は大きく分けて文字（フォント）と画像（イメージ）に分けることができる。

文字はフォントとよばれるドットのパターンとしてあらかじめコンピュータに記憶されていて、それを目的によって使い分ける。
通常複数の書体が用意されている。

画像は単純に画面のすべての点のデータ（色）を記憶していく方法と数学的な方法で記憶する方法がある。

前者をビットマップデータ、後者をベクトルデータと呼ぶ。
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ビットマップデータ
ベクトルデータ

ビットマップデータでは、すべての点のデータ（色）を記録、表示する。

そのため、画像を拡大すると、斜めの線ではジャギー（ギザギザ）が目立ってしまう。

ところが、ベクトルデータでは、直線を記録するのに例えば最初の点の座標と最後の点の座標だけを記録する。そのため、画像を拡大してもギザギザが目立たない。

また、データの量もビットマップデータでは大きくなる。（特に解像度、色数が多いとき）

色はどのように表示されるか


モニターで表現される色は基本になる3種類の色の組み合わせで表現することができる。これを光の３原色という。
我々が普段見ている色彩は目に入ってくる光として感じているものである。
テレビやモニターに映し出される色は　赤（Red）、　緑（Green）、　青（Blue）　の３色の組み合わせてすべての色を表現する。３色全部混ぜると白になる。
これを、頭文字をとってＲＧＢシステムと呼ぶ。
ＲＧＢそれぞれの度合いで様々な色を表現できる。
印刷（プリント）する場合には、青緑（シアン、Cyan）、赤紫（マゼンタ、Magenta）、黄（Yellow）の３原色を混ぜ合わせてすべての色を作り出す。絵を描くのと同じ。
この場合、３色全部混ぜると黒にきわめて近いグレーになる。そこで、黒（BLack）を加えた４色で印刷をするのが一般的で、CMYKシステムと呼ばれている。
グラフィック・ソフトウェアの種類

グラフィック・ソフトウェアには　２Ｄ、３Ｄの違いのほかにもいろいろあるが、大きく分類してペイント系ソフトとドロー系ソフトに分けることができる。

ペイント系ソフト

ビットマップ画像を操作して、絵を描いていくグラフィック・ソフトウェアの総称。Windowsにおまけでついてくる「ペイント」など。　色数も白黒の２色から　フル・カラーまで扱えるものまで様々ある。
キャンバスにあたかも鉛筆や絵筆でイラストや絵画（水彩や油彩）を描いてゆくようにコンピュータ上に絵を描いていくソフトウェア。
画像の拡大や回転の操作などでジャギー（ギザギザ）が生じるが、ピクセル１個ずつを操作することができるため、部分的な消去や修正が可能。
また、写真をスキャナなどで取り込み、その画像に特殊な加工を施すフォト・レタッチ系ソフトもペイント系に分類される。
フォト・レタッチとは、写真に修正を加える作業、または、印刷工程で行う版の修正の行為のこと。フォト・レタッチ系のグラフィックス・ソフトによって、パソコンにスキャナなどで入力された写真画像にある傷を直したり、色や明暗の調子を変更したりできる。本来、写真家が暗室の中で手作業でやっていた仕事が、最近ではパソコン上で行えるようになっている。
ソフトによっては、特殊なフィルターを数多くそろえているので、手作業ではできないデジタルな画像処理を行えるようになった。
フォト・レタッチ系グラフィック・ソフトの代表的なものとして、アドビ・システムズ(Adobe Systems)社のAdobe Photoshopなどが良く知られている。
ドロー系ソフト

円や四角、線などを１つのオブジェクトとして扱うことのできるグラフィック・ソフト。
ペイント系ソフトのようにピクセル単位で画像を扱うことができないので、オブジェクトの部分的な消去や修正はできない。しかし拡大・縮小などにより線がギザギザ（ジャギー）にならず、なめらかで正確な図形を描くことができることから、地図などの正確な線画を描くのに適している。これはオブジェクトのデータをフレーム・バッファ内のビットマップ画像として持つのではなく、オブジェクトを描く計算式をデータとして持っているためである。ＣＡＤもこの系列だが、オブジェクトの分割などより複雑な処理ができるようになっている。
代表的なソフトとしてAdobe Illustratorがある。
ＣＡＤ

コンピュータ・グラフィック・ソフトウェアの中で製図にもちいられるものを特にCAD（キャド）と呼ぶ。　CADとはComputer Aided Designing（コンピュータ援用設計）あるいはComputer Aided Drawing（コンピュータ援用製図）の略。
図面も分野によって使われ方が異なるので、各分野ごとにCADシステムが開発されている。CADには、機械設計用CAD、アパレル用CAD、電子回路用CAD、建築用CAD、地図用CAD､などがある。

本来専門的に製図を行うには、専用の製図用具（製図板、定規、コンパス、鉛筆、ペン）を上手に使いこなせる腕が必要だ。また、一部を変更する場合に図面を全部描き直すこともたびたびある。
しかしCADを使うと腕が未熟でもきれいな図面が描ける。また、修正も簡単だ。
もっとも製図の基本的な知識やルールを知らなければ図面は何も描けないのは当然のことである。

ＣＡＤの優れている点
· 頻繁に用いられる図形要素（線分、円弧など）をメニューから容易に描くことができる。
· よく使われる部品（ネジなど）をあらかじめ登録しておけば容易に描くことができる。
· 回転、移動、複写、拡大・縮小など図形の操作が容易にできる。
· 図面を構成するデータをいくつかの層（レイヤ）に区別することができる。
· 図面の保存、管理が容易。

さらに、ＣＡＤのデータを利用して、製品の性質を解析・シミュレートしたり、実際に生産したりすることもできる。
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